
 

 

 
  

 

 

 

特集
 

 弊

 連

 さ

が

う

 
現

 

 
 

 

 
 

 

 

シッ
 住

 

  

  

  
 
2003 年 4 月発行 発行人：北恵株式会社 〒541‐0054 大阪市中央区南本町 3-6-14
        

１：基準法改正シックハウス対策関連 

社では各地で「基準法改正シックハウス対策」（２月度より 

載）の勉強会を催したところ、いずれも満員になる関心の高 
でした。今後は、連載した内容の詳細が確定していない部分 
あり、５月の下記のマニュアル講習会を待つ事になるでしょ 
。 

時点で、対応すべき要点を簡潔にまとめてみます。 
１ 基準法の改正であり、守らなければ違法建築となる。 
２ 換気設備の義務化（原則） 
  まず、住宅には２４時間換気システムを設置すると認識しておきましょう！ 
３ 現在使用している内装の仕上げ材が、Ｆ（☆いくつか）に相当するか、その使用面積制

限がどのくらいかを確認しておきましょう。 
４ Ｆｃ１,Ｆｃ２,無等級の商品（Ｆ☆☆☆＝現行Ｆｃ０以外の物）については、できるだけ

早く、人体に影響の少ない部分で消化しましょう！ 
 
詳細等の確認は、下記の講習会に出席される事をお勧め致します。 
  全国で催されます日程等もご確認下さい。 

   「建築物のシックハウス対策マニュアル講習会」の受講の申込窓口 
     （財）日本建築センター情報事業部 ＴＥＬ０３－３４３２－０７１６ 
         ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.bcj.or.jp 

クハウス症候群とは？ 
宅等の中で発生する気化性の化学物質・カビ・ダニ・埃が原因で、体が不調になることを言います。 

具体的な症状としては 

・ 目が痛くなる,目やにが出る,目がチカチカする 

・ 鼻がむずむずする,鼻水が出る,くしゃみがでる,鼻の奥がひりひりする 

・ 頭痛・頭重 

・ 集中力の低下,物忘れがひどくなる,脱力感,冷え性,倦怠感 

・ 気分が悪くなる,吐き気がする 

・ 体がだるい,イライラする,キレる 

・ のどがイガイガする,口内炎ができやすい 

・ じんましんがでる 

・ 喘息の発作が起こる,痰がからむ 

・ 食欲不振,腹痛,下痢,便秘 

・ 肩がこりやすい 

＊特に、引越し後・改築・新築後に上記のような症状が出た時は要注意！     
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地域に根ざした住まいづくり・地域住宅産業を支援します。 



 

原因物質としては 

・ 家の中の埃（ハウスダスト） 

花粉・ダニ・カビ・綿ほこり・フケ・体から出る角質・皮膚等 

・ 防カビ剤・接着剤・新建材等に含まれるホルムアルデヒト 

・ 防議剤 

・ 防腐剤 

・ 塗料に含まれる揮発性溶剤など 

人によって、原因物質はまちまちである。 

 

シックハウス症候群・アレルギー性疾患・化学物質過敏症は厳密には区別がある 

とされていますが、実態的には、診断段階では区別しにくいものとされています。 

 

よって「ＮＰＯシックハウスを考える会」では、 

・ 医学的診断 

・ 住宅の揮発性有機化合物濃度測定 

・ 住宅診断 

の３要因から総合的に判断されているとの事です。 

  

また、ある住宅供給者（ビルダー）では、 

「全棟ホルムアルデヒト測定を実施してから引き渡している」 

ところがすでに出てきました。 

 

 

連載 ：バリアフリー工事の進め方 （リフォーム編） 
 

 ＜高齢者・身障者向けリフォームの進め方＞ 

 
顧客との初回面談での対応イメージは、今までの連載で述べてきましたが、今回は具体的なチェ 

ックシートを紹介します。このチェックシートは、福祉住環境コーディネーター２級テキストより

抜粋したものです。介護保険制度がスタートしてにわかに注目され、広範囲の人達が受験できるこ

の資格は、介護保険制度などを利用して公的な補助金を各自冶体から受ける為の必要書類を作成で

きるものです。 

１月号でも、バリアフリーの連載意図を説明しましたが、高齢化社会へ突入すること、既築のり

フォーム市場が増大することは言うまでもありません。これらの対応には、福祉住環境コーディネ

ーターの勉強が抜群の受注力向上につながります。皆様も、この資格を取得する事をお勧め致しま

す。 

 
各自冶体の補助金のあらまし 

  １ 住宅改修費用として ２０万円 

    対象工事 

＊ 手すりの取り付け 床段差の解消         ＊ 洋式便所等への便器の取り替え 

＊ 滑りの防止及び移動の円滑化等のための床在の変更 ＊ 引き戸寄の扉の変更   

＊ 上記の住宅改修に付帯して必要となる工事 

    ２ 福祉用具の貸与 福祉用具の購入などの支援 

 

    上記の金額等は、各自冶体によって異なります。 

 
   私達（工務店様含む）は、この補助金の活用のみにこの資格を取得するのではなく、 

実際の生活に困られている高齢者・身障者・介護者の負担の軽減を的確に提案できる 

術を習得して、その方々の自立を促進できる為の住宅改修を目指し、価値ある会社と 

して推進するものであります。 





 


